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(

七
九
5

雑

錄

ァ

ダ

ム

*
ス
ミ
ス
の
愼
値
論
拉
就
ぃ
て

锨

六

锄

r
一
八

量
ぼ
有
效
的
需
要
量
に「

：致
す
る
.4>
至
.る
0
何
？
な
a
. 

ば
供
給
^
;窗
耍
、\
か
：一

致
す
^
t
と
は
他
主
r
勞
働
# 

並
K
資
本
家
®
利
益u

し

て
、
供
鈴
が
有
效
的
雞
要̂

. 

決
し
て
超
過
せ
ざ
る
を
刹
ビ
す
。
而
し
て
有
效
的
需
要 

R
對
し
て
供
給
.が
不
足
せ
ざ
る
-

」

ビ
は
す
ベ
て
の
人
の

利

益

-！

。
, 

'
へ
.

か
く
て
、
自
然
傾
格
は̂

心

愤

格Central price

に
、
 

u

p、
す
べ
て
の
價
格
は
此
中
心
偾
格
に
吸
引
せ
ら
る
。 

或
.種
の
離
情
に
ょ
り
て
値
格
は
自
然
價
格
以
上
に1
>
9 

又
は
夫
^:
以
下
に
下
る
觀
れ
ぞ
も
如
何
な
る
«
情
の 

下
は
あ
る
も
®
格
ば
常
に
自
然
®
格
に
吸
引
せ
ら
る
、
■■ 

傾
向
を
布
せ
り
。
市
偾
は
自
然
價
格
以
土
に
長<
留
る
，
 

こ
と
あ
る
も
永
ぐ
其
以

T.
'
'R
f/
ま
る
乙

S
灘
し
。
何

vj 
' 

な
れ
ば
究

.全
な
る
自

rt
l
競
爭
の
許
さ
る 

>と
き
は
、
價 

'格
が
自
然
债
格
以
下
に
止
ま
る
こi
に
上
b
て
、
'影
響

，：
 

を
受
く
る
生
®
要
素
の
所
对
莕
は
之
れ
を
他
の
需
要
多
：
 

き
方
面
に
移
す
ベ
け
れ
ぼ
な
う
。:,
さ

れ
ば
需
要
供
給
の

關

係

は

市

俱

髮

「

致
ザ
D

tt
谷
^
海 

る
。
而
し
て
自
然
惯
格
栽
も0.

も
某
機
成
部
分
把
る
勞 

銀
、
_

饊
及
び
地
代
#

飯
鏃
#

ぬ
鏃
で
聽
#

レ
、

M

 

率
は
社
會
の
狀
態
忙
ょ
り
て
變
動
す
る
もの
f

o

S

.
躲
ぐ
市
慟S

自
然
#
®
-匕 

一
#
i7
る
優
陆
為
.
に
；

f

 

s

f或
職
の
價
格
は
人
爲
的
又
成a
然
妳i

s
v

饞
ゆ 

:

永
く
自
然
偾
撕
以
上
^
留

る

此

種

の

働

格
 

を
獨
*.
漬
格 

Monopoly, price. 

VJ 
言
ふ
。

第

f

の
場
合
は
需
要
の
滑
加
の
爲
に
、
市
價
の
騰
貴 

，
し

た

る

と

き

に

し

で

、

生

產

者

«;
可

狀

か

、

る
'
事
情
を 

r

般
世
間
に
周
知̂

し
汝
ず
、
獨
b

利
益
を
镞
得
せ
ん 

w

す
。
か
、
る
價
格
も
一
稀
の
猶&

値
格
^:

る
.も
永
續 

す
る
こ
と
難
し
。

第
一1
は
製
造
業
に
於
ゆ
る
秘
密
に
し
て
商
取
弘
の
秘 

密
ょ
彡
も
永
續
す
。
例
へ
ぼ#

殊
以
製
造
方
：故
を
發
喊 

せ
る
潘
は
其
の
爲
に
獨
占
惯
格
を
保
持
す
る
マ

』

€
 

m

i

p

o

か
、
る
獨
占
價
格
は
其
特
殊
勞
働K
對

す

る
' 

!報
償
に
し
て
其
全
資
本
に
對
し
て
一
'定
の
割
合
を
保
ち 

特
殊
資
本
利
潤
S

し
て
考
ベ
ら
る
。

.

自
然
の
生
產
物
R

は
土
壤
並
に
地
位
の
特
殊
的
性
質 

を
有
す
^

も
の
ぁ
り
；。.か
.、

る
場
合
も
亦
獨
占
價
格
の

| 

現
象
を
見
る
。
興
偕
格
中
獨
占
的
性
質
を
有
す
る
も
の

\ 

，は
地
代
に
L>
y
.自
然
率
以
上
に
变»

は
る
。
r
 

V

る
'市 

:價
の
^

騰
は
自
然
的
原
因
に
ょ0
て
；惹
起
.せ
ら
る
，
> 洛

: 

の
私
し
1:
:

、
：
永
績
的
胜
'質
を
有
せ
&

0

ノ

：
;

.
: 

| 

:;

個
人
又
.は
會
社
^

與

へ

：：
ら

れ

た

る

獨

占

權

は

商

エ

業

,;
ー 

上
の
秘
密
？
同1

の
結
粜
を
生
ず
デ
獨
占
者
は
常
に*
:
 | 

場
に
對
ず
る
供
給
を
減
じ
、
貨
物
を
典®

然
價
格
以
上.

\ 

k

M
賣
せ
&
o 

' } 

::

猢

占
: ®

格
は
す
べ
て
の
撝
合«
高
の
‘
の
に
し
て
ま 

然
價
格
即
ち
自
由
競̂

の
©

格
は
^

V

て
の
，場
合
^

は
I 

言
ひ
得
ざ
る
ネ
、
長
期*

取
る
.と
^

技
最
低
の
價
格
«
' 

t

獨
占
價
格
は
す：

ベ
て
：

t

場
合
*

買
*
ょ
り
掠
奪
し 
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■
得
る
最
高
の
慎
格
に
し
て
、
購
爲
者
が
支
出
し
得
べ
き 

最
高
の
價
格
な
か
0
.然
4
に
自
觀
慠
格
は
販
賣
卷
の
提 

供
し
得
、
其
業
を
繼
續
し
得
る*
低
の
®
格
な
り
。
以 

上
は
'ス
ミ
ス
の
”價
値
學
說
中
價
値
、
價
格
の
成
立
ゆ
動 

す
る
部
分
の
大
要
な
&

。

. 

(

未
完)

財

政

經

濟

評

論
%

次

雛

銳
制
整
琿
間
題
政
府
は

I

方
に
於
て
歳
入
の
增
加 

を
圖
り
、
'又
一
方
に
於
て
樣
粗
稅
負«
の
不
公
#

を
匡 

正
才
る
目
的
を
以
セ
、
稅
：靈
a
の
：調

査

を

開

始

^

权
 

$
傅
へ
ら
れV

ゐ
る
がr

'火
藏

憲

當

局

が

目

下

第j 

着

に

改

名

邊

課

め

て

為

る

は

營

廳

並̂

麻
：
 

得
«;
で
あ
る
S

K
は
^
^
ゐ
る
。
吾
人
は
當
局
潘
が
如 

何
な
る
程
度
.の
：改
JE
-f
c
此
爾
國
税
k
加
へ
'

第i

ハ
鞔
.

1

二
九
：



第

十

三

餘(

七
九
姻)

：

m

‘；，

錄

;^

城
：經
滴
讲
論 

，
る

か

ぼ

知

ら

ね

ど

、

吾

人

の

*

^

i
:

に
從
へ
ば
、
改
毋 

す
る
.を
要
す
る
は
此
雨
種
の
祖
秕
の
み
で
な
く"

税
制 

.の
殆
ん
ど
全
部
に
對
し
て
此
際
整
理
を
施
す
可
き
で
は 

.
無
.い
か
。
以
下
節
單
に
之
れ
に
關
す
る
私
見
の

I

斑
を

_
、
地
租
地
租
は
時
價
と
沒
交
渉
#
る
登
錄
地
價j 

u

對
しy

課
せ
ら
れ
て
ゐ
.る
が
爲
め
、
納
鞔
赉
の
負
#
 

が煎る不公平飞ある。媒
稅
の
は
宜
し
く
之
を 

時
®u

改
め
、
.税
率
林
.地
a
實
收
總
額
を
著
し
く
增
減
- 

.せ
し
め
ざ
る
程
«
に
於
て
之
を
輕
減
す
可
き
で
«
あ
る 

ま
.い

か

.
-'
.
每

年

地

偾

を

萸

正

す

る

に

樣

多

く

の

手

數

ビ
 

费
用
上
を
要
す
る
と
の
理
由
で
之
杧
反
對
す
る
人
も
あ 

も
ぅ
が
、
.所
得
稅
及
び
營
業
稅
に
就
き
て
は
每
年
同
様 

の
手
數
を
掛
け
て
居
る
で
は
無
い
か
ノ
::
.
;
.

ぃ
,U

、

♦相
總
稅
現
行
相
續
税
率
は
德
か
に
低
き
に
失 

し
て
ゐ
る
。
ニ
三
萵
圆
以
下
の
遺
谨k

對
す
る
課
税
は 

兎
も
灼
、
夫
れ
以
上
の
金
額
：に
對
し
て
は
粟
進
率
を
引

■
0
0 

1
1
1
1
0

 

.上

-?
可
&
.で
办
る
。，：之
^
依

:!
):
^
同
稅
.の
|
^
額
を
倍
：
 

加
す
る
は
容
易
で
あ
ミ
考
へ
る
。
.
.

/

S

、

酒

造

稅

酒

，
造

：稅

は

現

行

率

の

1

ー
倍
に
爲
じ
得 

る
餘
地
が
充
分
あ
る
。
稅
率
を
倍
加
せ
ば>>
酒
類
の
消 

費
が
幾
分
が
減
退
す
名
は
：明
が
：で
i

が
故
ほ
•

同
稅 

の
實
收
额：

は1

一

倍

は

は

增

加

ん

無

ぃ

で

t

ぅ

が
，

,
1

 

倍
半
位
祀
は
爲
る
ど
思
ふ
。

..

.

.■
四
"
煙
草
蓴
賨
價
格
煙
草
の
價
格
も
單
價
十
餞
以 

上
の
品
種
に
對
し
て
は
ニ
三
割
位
引
上
げ
、
之
れ
に
依 

b

て
專
賣
局
の
益
金
を
ニ
三
再
萬
圓
增
加
す
る
は
困
難 

| 
ノ
で
は
無
か
ら
ぅ
。

;'
-:

五
、
所
得
稅
所
得
稅
中
第
一
種
甲
の
稅
率
は
第
三 

I
.

稲
税
率
の
百
分
の
八
十
位
に
改JE
す
可
き
で
あ
る
。
現 

存
稅
率
は
合
名
及
び
合
資
會
社0
組
®
に
f

て
公
然 

脫
视
す
る
こ
と
を
獎
勵
すa:
-
.の
結
果
を
呈
し
てf
p

'

 

又
、
第
.

I
種
乙
R

對
す
る
定
率
銳
ぼ
負
擔
を
著
し
く
不 

公
平
な
ら
し
む
る
も
の
な
る
が
故
^
、
之
に
も
擬
進
率

を
課
す
る
を
至
當
と
す
るI。
然
し
な
が
ら
、
第
三
種S
同 

1

の
率
を
課
す
る
は
不
得
策
で
，あ
る
か
ら
、
第
三
稀
稅 

率
の
西
分
の
五
十
位
に
改
疋
ず
れ
ば
、
幾
分
.か
現
存
の 

弊
*
を
除
去
す
る
こ
ビ
が
出
來
る
と
思
ふ/0
次
に
第
三 

秫
.に
於
.て
は
現
在
年
五
：西
圓
以
上
の
所
得̂
對

し

て

課

：
ー 

税
し
て
ゐ
.る
が
、：.年
五
}
m個
と
云
へ
：ば
.

1

ヶ
月
四
十
二
，j 

圆
弱
に
過
ぎ
な
い
。
斯
く
の
如
き
少m
の
所
得
に
對
し 

:て
'®
稅
す
る
は
以
て
の
外
であ
る

。
千
圓
以
下
の
ホ
#
 \ 

は
總
て
免
除
し
、
千
圓
以
上
の
所
得
に
在b
て
は
、千
圓
一 

を
控
除
せ
る
^

«
に
對
し
て
所
#:
を
^
し
た
が
茸
い
。
' 

龙
税
點
を
斯
く
の
.如
く
引
上
ぐ
れ
ば
、
夫
れ
：丈
け
同̂ 

の
實
收
額
を
減
退
せ
し
む
各-j 

S
に
は
爲
る
が
、
ニ
方 

に
於
¥
、
法
人
に
對
す
る
税
率
を
ば
、
：上
述
の
彻
く、j 

•:
5
1上
ぐ
る
と
せ
ば
、
結
局
其
實
收
は
現
今
ょ
り
も
多
額 

に
上
る
で
あ
ら
ぅ
と
思
ば.れ
る
。
爾
ほ
夫
れ
以
外
に
、 

累
迆
率
を
引
上
げ
な
ば
、
：更

に

1

層
國
庳
の
收
入
を
增
.. 

す
こ
と
に
爲
る
。

第
十
三.
# 

(

七
九
五)

雜
-■

錄

財
政
.經
濟
辟
論

六
、
'
營
業
稅
數
多
き
我
國
の
祖
橄
中
に
營
業
稅
程 

不
都
合
な
る
：视
金
は
な
い
。
營
業
稅
に
ば
故
意
の
•脱
稅 

が
盛
ん
に
行
は
れ
て
ゐ
る
が
\ヽ
是
れ
.は
疋
直
i;
«

m

し 

て
は
營
業
者
の
立
つ
瀬
が
無
い
か&

で
.あ
る
。
例
へ
ば
、 

物
品
販
賣
業
に
在o

て
：は
、
賣
揚
が.
.

一

グ
年
ニ
千
画
a
 

上

に

：
達

す

れ

ば

、

營

業

稅

を

.
徵

收

す

る

の

規

定

で

あ

-
る 

.が
、
商
品
各
個
に
對
ず
る
利
益
が
假
“
に
平
均
ニ
割
內 

:

外
で
あ
'る

ビ

す

れ

ば

，
，

一
ぃ

.ヶ： .

年
一P

千
圓
の
賣
揚
を
收6
 

る
商
人
®

總
刹
益
は
一
ヶ
年
僅
か
に
四
百
圓
で
あ
つ 

て

、

一
ヶ
.
月

三

十

三

_

三
十
三
錢
に
過
ぎ
：無
；い
。
而
し 

て
.之
ょ
り
家
賃
ヒ
しv

金
：十
圓
，
燈
火
費
、
什
器
：

s

摘
：
 

料
等
と
し
て
金.j

一
 

圓
合
：計
：

『

ヶ
：.月
金
十
~:

圓
の
營
業
费
：
 

を
差
引
く
ヒ
せ.ば
，
純
收
入
は一 ,

ヶ
.月
僅
炉
.に
ニ
十
4

“ 

圆
三
十
三
錢
で
あ
る
。
之
に
對
し
て"
營

業

主

は

灰

-に 

擧
ぐ
る
通
b

營
業
稅
を
支
挪
は
ね
ば
な
ら
ぬ。.

.

金
六
圓
"

.:(

寶
上
金
額
の
萬
分
の
三
十

)

'

金

八

圓

四

十

餞

，
{

建
物
賃
貸
價
格
中
分
の
七
十

)

：

'

第
.六
敏
一
三
一
，



0

£

$

 

(

七
九
六)

.

雜

錄

1

齧

麗
 

-
搜

ハ

鱗

.一

三U

金
ニ
：圓
：

(

從
業
*

1

人
忙
付
金
ニ
圆
5

割)

に
爲
^

、
1

は

以

て

識

鐵

梁

を
®

^

、

1

•
は
以
て 

合
訐
金
'十

六

圓

四

十

餞
.:
.

.

納
税
道
德
の
改
善̂

資
す
可
き
で
あ
’る
。

此

十

六

圓

四

十

錢

^

營

業

税

に

對

し

て

は

近

は

附

加

V

,

以

上〜

マ
單̂

重
要
粗
稅
の
改
进
忙
對
す
る
卑
見
の

1 

栊
を
徵
汷
せ
ら
る>
9

で
あ
る
.
が
、
其
$

が
假
&

に
'
本
端
を
被
涵
せ
，るに
過

‘ぎ
無
‘
い
が
、
上

^

0'

聲
理
を
#
ふ 

税
の
ニ
割
と
す
る̂

、
本
稅
及
び
附
加
税.
の
合
計
は1

ー
ン
の
み
に
て
、
祖
稅
の
負
擔
を
著
し
ぐ
.公
卒
な
ら
し
む
る 

ヶ
年
十
九
圍
六
十
八
餞
に
，上
る
の
で
，あ
つ
て
フ
失
れ
の

j

以

外

に

，
、

歲

人

を

：
：

|
.億
圓
程
增
加
，：す

る
2.

ミ
.か
，出
來 

月
铆
は
一
圓
六
十
四
鐵
に
：相
當
す
る
。
即
ち
現
行
營
業

j

る

9

從
.つ
て
、
其
0

s

^

を
刺
用
し
て
、
通
行
税
、 

稅
法
は1

ヶ
月
實
收
僅
炉
に-
十
1

圓
內
外
の
遨̂

對
|

馨
以
外
に
對
す
る
織
物
涫
钱
稅
、$

§

§

,

賣 

し
て
' i

'.

ケ
月1

圓
六
十
四
錢
の
负
擔
を
課
し
て
ゐ
る
の

\

槳
營
業
瑰
、
醬
油
税
等
の
如
き
細
民
に
比
較
的
多
く
の 

で
あ
る
。
之
を
重
视
ど
云
は
ず
ん
て̂
天
下
‘果

し

て

何j

負
擔
を
撃
す
る
®

■
を
全
廢
す
る
は
容
易
の
業
で
あ
る 

を
か
童
稅
す
云
は
ん
や
で
あ
る
。
中
流
以T

に

對

し

て
:

比
_較
的
苛
酷
で
あ
る
所
得.
«
で
す
ら
'、
月
收
四
十
圓
以|

:
:
戰

時

利

得

桃

，は

早

晚

廢

止

せ

ら

る

>
も

の

で

あ

.
る

が 

下

の

者

に

は

免

稅

し

て

：
ゐ

-
る
で
は
な
い
か
。
さ
れ
ば
，

：
}
:,
:
故

に

、

之

^

代

る

可

さ

財

撕

を

求

む
 

物
品
販
寶
業
に
於
け
る
丨
免
税
點
ば
思
切
つ
て
、
例

へ

ば
m

u

¥

る
を
得
ず
t

す
る
も
、
若
し
©

人
が
茲
に
0

 

五
千
圓
位
迄̂

引
上
ぐ
夸
を
當
然
ビ
す
る
。
他
種
の
：營

：、
唱
し
た
る

■

制
の
整
理
を
實
行
す
れ
ば
、
差
引
約
瓦
六 

業
：に
於
て
も
之
に
：雜
じ
て
免
税
點
を
引
上
ぐ
る
炉
ハ
或
‘

千
萬
圓
の
增
收̂

爲
あ
の
み
な
ら
ず
、
自
然
增
收
ぎ
土 

は
稅
率
を
輕
減
し
、|同
時
に
課
税
標
準
の
査
定.を

嚴

重

三

千

萬

圓
R

J1

る
，它
.
、

思

ば

れ

る

が

故

に

、

.
上

»

以

外

の

濺

理

.を

行

ふ

必

翦

は

：
涞
：
る

|

ぃ
：
。

_ 

.

電
車
の
乘
換
制
度
脅
全
廢
翁
ょ
世̂

の
#

鄰
市
^
 

於
け
る
電
車
乘
換
僩
度
中
に
て«

胄
*

め
双
行
制
^

®
 

複
雜
な
名
も
の
は
：恐
ら
く
あ
る
ま
い.ど
思
ふ
？
線
路
の 

系
統
が
旣
に
不
敕
序
極
ま.る
も
の
で
あ
:-
^

が
故
.に
、
或
"| 

る
目
的
地
に
達
す
る
が
豸
め
に
は3

四
觸
本
乘
換
る
.必

\ 

3?

を
生
ず
る
t

'i

が
*
:で
な
い
#

み
な
6

t

、
乘
換
每,

一
 

に
新
た
に
.乘
_

彻
符
女
請
求
ぜ
ね
ば
な
ら.ぬ
結
果
と
し.\

 

て
、
乘
客
の
迷
惑
は
譬
ふ
る
に
物
な
し.と
一K

は
ざ
る
を
一 

得
な
ぃ
。
加
之
、
萍

內

雜

番..
0

滕
に
は
多
數
0

乘

換

切
| 

符

が一 .

當

I

場
I

:

交
付
せ
ら
れ
、
且1

4

 

客

H

車
掌
迖
が
乘
換
券0
効
カ
や
就
き
て
，
ft

爭
し
電
車..

\ 

を
*

分
'間
立
往
生
せ
::
1
>む
：營
‘
と
ぁ
：る
が
爲
め
：に
广
&

ー
 

な
き
た
に
不
足
"せ
る
電
萆
0

®

が
箸
し
く
減
殺
れ 

て
ゐ
る
。
帝
都
の
：竜#

l
i
i

於
け
名
s

^

R
tf
'L 

孓
は
‘夙
^

讖
者
.が
_

茈
を
_

心
て
'辱

つ

：於

所

で
.ぁ

る‘
'

\

、
'乘

合

嘉

車

鲞

め

顧

及

び

市

黎

下

鐡

道

め

1

 

¥

,

.

.

(

七
！^

^

一.
細
:.

ぐ
錄

'

訃
靈
等
忙
刺
戟
せ
ら
れ
て
か
"
市
の
當
局
者
は
漸
や
く 

昨
今
乘
換
制
度
の
改
善
策
を
考
案
し
始
め
た
S

云
ふ
こ 

ビ
で
あ
る
。
新
紙
の
傅
ふ
る
听
に
摅
れ
ば
、
電
氣
局
に 

於
て
研
究
中
の一

案

は一

枚
0

雜
換
券
に
て
幾
囘
に
て 

も
乘
換
■#

る
仕
組
を
實
行
す
る.に
在
る
。
此
方
法
を
採 

れ
ば
、
乘
換
券
の
印
刷
費
を

1

ヶ
年
數
萬
圓
節
約
出
來 

る
>

k

s
ふ
Z

€

^<5̂
.

る
o
.
或
は
...其
の
通
り
で
あ
ら
ぅ
。 

然
し
な
が
ら
、

，

此
»

制
度
の
實
！̂

果
し
て
何
れ
丈
け 

乘
換
場
の
混
雜
を.緩

和

す

る

，
こ

と

が

出

f

で
あ

.ら

ぅ
 

:■

か
。
乘
換
券
I

換
へ
る
■手
數
は
省 
<

:こ
i

は
出
來
る 

が
：
扉
掌
が
乘
換
券
を'1

々

精

査

し

な

け

れ

.ば

な

ら

ぬ
 

故
"
.
成

は

却

：つ

て

：混

f

ザ
層
甚
だ
し
く
す
る
緖
果
を
ー 

呈
す
名
が
如
き
虞
れ
は
あ.る
^

い
か

。
電
氣
局
に
ては

此

外

寅

祀

讓
15

乘
換
卷
喪
せ
ざ
る
六
ケ
片
間&

 

の
.定
期
®

*

券
を
#

f

る

の

：可

否

を

考

究

し

て

.

I
 

と
^

,
ふ
y J

,
v

で

あ

る̂

(

^

れ
»

_

策

中
*0

她

策

で

，あ 

る

せ

会«
ぎ
'る
^

#

な
い
0

第
フ
、
麻
矜
ケ̂

^

効
.の

澄

蘇

I

屋
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.
錄

：
霞

齧

露

.
 

足
期
券
はj

枚
六
十
圓
で
販
寶
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
 

使
用
者
は
餘
b
多
く
あ
.る
ま
い
^
思
は
れ
る
。
然
し
な 

が
ら
、
假
& U

多
數
の
人
が
此
定
期
券
を
購
入
す
る
と 

.
せ
ば
、
電
诲
の
雜
-#
は
#
々
甚
敷
な
る
に
相
違
な
い
。
, 

如
何
ビ
■な
れ
ば

、

其
購
入
者
が
極
度
に
^
»)
#
を
利
； 

す)

る
«
論
を
俟
た
す
し
^
明
か
で
あ
る
：か
ら
で
あ
る
。

殊
に
此
方
案
0'

缺

點

ヒ

看

做

す

可

き

は

_
特

に

中

流

以

上

• 
.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

.

 

一

.

の
^

の
便
究
を
圖
る
の
結
果
を
里
す
る
，の
一
事

に
'

存

す

，|

 

名

。

勞

働

恭|®
級

の

者

は一
ダ
月
十
圓
の
電
車
賃
を
支
パ

 

，挪
ふ
乙
々」

が
出
來
ず
、
又
其
の
必
要
.4
な

い

：
？

殊

に

六
 

'ヶ

月

の

電¥
貨

を

前

挪

す

る

に

於

て

を

や

，で

あ

る

。

：，j 

'

予
截
の
觀
る
所
に
據
れ
ば
>
據
行
の
乘
換
制
度
を
改
一 

善
^
る
ょ
ら
も
、.來
ろ
乘
換
制
度
^
に
往
復
^
符

を

全j 

廢
し
、
距
離
の
，長
短
に
拘
ら
ず
一
囘
の
便
乘
に
金
！1
餞 

位
宛
を
徵
收
す
る
こ
と
に
定
め
？
乘
換
切
符
に
關
す
る 

M
々
の
弊
害
を一

掃
す
る
を
以
て
最
善
の
解
決
策
と
せ 

ざ
る
を
得
な
い
0

此
方
案
を
實
行
す
れ
ば
、
或
は」

囘

第
-六

钺

3
歸 

も
乘
換
す
る
：必
要
な
き
乘

#
は
增
加
す
る
で

'
 
あ
&
ぅ 

が

：
、1

方

に

長

距

_

の

顏

客

即

ち

三

四

囘

も

乘

換
 

す
る
を
必
要
と
ず
名
乘
客
ば
減
退
す
る
^
相
違
な
い
が

故
に
、
結
局
乘
寒
の：

讓

は

殆

ん

ど

何

等

の

影

響

を

蒙 

ら
ぬ
で
あ
ら
ぅ

。

，
.

に
.
而「

し
て
若
し
囘
數
券
を
發
行
し
：て
、
之
を
各
停
留
所 

附近
：：

の

商

店

にP
M

寶
せ
じ
め
：、
且
.つ
取
掌
の
手
數
を 

省
き
璀
內
の
混
：雜
を
防
ぐ
爲
め
、
車
內
に
於
て
乘
躍
券 

を
請
求
す
る
者
に
對
し
て
は
五̂
«

位
に
て
之
を
®

®
 

す
乙
ヒ
に
定
め
な
ば
、
電
車
の
能
率
を
著
し
く
增
進
す 

る
を
得
，る
ど
信
す
る0

丨
シ
ャ
ー
'ゲ
研
究
^
於
て
其
人
、4)
^
\
ビ 

■

批

：：

評

：と

紹

：̂

.知
ら
れ
な
る
福
田
博
士
の
嚴
密
な
る
訂
正
を
加
へ
ら
れ 

-

j
i 
j
i
. 

V 

た
る
'.も
の
な
.る
.に
.於
て
を
や
で
.あ

る

。

試

み

に

,

文

の

狀
瞎l

p
g

『
l

ァr

經

濟

學

原

理』

：.

：

數
節
I

f

對

照

せ

美

、
I

の
忠
實
綿
密
に
し

f
 :

タ

ぷ

大

正

：5

西
月
楽
佐
藤
出
版I

ミ

萸
版
本
文
九
ニ
九
玟
が
似
金
六
圆
五
十
錢

I

嘆
せ
ざ
る
を
得
な
力
つ
た
。
勿
除
、
，
語
の
選
擇
に
就

本
書
は
英
國
理
論
經
濟
學
界
の
巨
擘
を
以

V

目
せら

：： |
:

き

て

は

見

る

人

各

：
々

意

.ー

見

を

異

に

す

る

，
所

あ

る

'
:
可

き 

6
 

>

r

ル
’
フ

X

ッ
ド
r

マ
ー

シ

ャ
1

ル

氏
^

l

£

^

g

a

r

- 

|

も
、
：大
.體
に
於
-て
本
書
を
不
用
に
歸
せ
し
め
^

る
.
^鄭 

s
h
a
l
l

,の
大
著
に
し
て
、
英
文
經
濟
原
論
中
の
白
眉
た.
#
を
作
る
‘こ
ミ
は
.絕
體
に
不
可
能
な
ら
ず
と
す
る
も
、 

る
の
稱
あ
る

：
M
n
c
i
p
l
e
s

 

o
f

 

f

 

n

o

m

g
を
 ̂

輝
る
困
難
な
る
事
業
と
云.姑
.ざ
る
を
得
ま
い
。

'

に
_
述
せ
る
も
の
で
あ
る
。
課
渚
大
塚
氏
は
本
年
商
業
尤
も
本
書
は
原
著
述
の
.全

：部

を

_

載

し

た

も

の

で

は
 

-學
硏
究
の
、爲
め
歐
洲
留
學
を
命
せ
ら
れ
？
四
月
下
旬
渡
へi

'

な
く
、
原
書
の
；第
.五
編
中
第
二
章
以
下
第
十
四
章
迄
、 

米
-の
途
：に
.上
ら
れ
レ
取
京
高
等
商
業
學
校
の
經
濟
學
敎
;
第
六
編
の
.1

部
分
，
及
.び
附
錄
の
金
部
を
皙
略
し
て
ゐ 

授
で
办
.つ
て
、
夙
に「

其
の
綿
密
周
到
な
る
經
濟
史
的
硏
る
。
吾
人
は
、，
大
塚
敎
授
が
三
ヶ
年
間
の
硏
究
を
遂
へ 

究
.に
侬
k
て
學
界
に
知
ら
れ
て
ゐ
る
新
進
の
擧
者
で
.あ

て

歸

朝

せ

.ら
れ
た
る
後
、
'本
書
に
潜
略
せ
る
章
節
中
に
.
 

る
。
.
#者
旣
R
其
人
を
得
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
故
に
、

於
て
少
べ
ミ
も
第
：五
編
に
.扉
す
る
部
分
の
譯
交
を
加
へ 

譯
書
，

Q

靈
す
る
味
觅
る
も
の
な
る
は
云
.ふ
へ
迄
も
な
ベ
.

％
、
苒
版
ゼ
公
^
せ

ざ

れ

^

を

切

望

せ

，
ざ

る

を

#

第
十
H

P
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七
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批
S

餌
介
、 

. 

第
湯
>
 

1

蒙

’づ
.


